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令和4年度ゼロカーボン研究会の概要

【目的】
２０５０年までに二酸化炭素排出実質ゼロを実現するため、岡山連携中枢都市圏、
周辺自治体、事業者及び大学等と「ゼロカーボン社会」実現のための情報交換を
行い、今後の具体的な取組を創出すること。

【方針】
①ゼロカーボン社会実現に向けた対策は全ての部門に対し、あらゆるアプローチ
で実施することが必要
→各部門のCO2削減を偏りなく進められるテーマ・内容を研究

②研究だけに留まることなく具体的な事業等の創出を目指す
→事業創出に向けたゼロカーボン分科会を開催し、詳細内容を打合せ
→先進的取組みを行っている事業者（講師）を多く招き、事業等創出に
つながる研究内容とする
→事業実施時のプレイヤーとなる地元や近隣地域の事業者（講師）へ
ご意見を伺い、具体的な事業等を検討する



令和4年度ゼロカーボン研究会の概要

【開催回数・時期】
今年度は合計5回のゼロカーボン研究会を開催予定
（5月、7月、10月、11月、1月）

【参加者】
産：民間企業（各回テーマに関連する企業へ参加依頼）
学：岡山大学
官：岡山連携中枢都市圏、倉敷市



運輸部門からのCO2排出量（1億8,500万トン）は国全体の17.7％にあたる。運輸
部門の87.6％（日本全体の15.5％）は自動車から排出されており、そのうち旅客
自動車が運輸部門の48.4％（日本全体の8.6％）、貨物自動車が運輸部門の
39.2％（日本全体の6.9％）を排出であるため、早急な取組が必要。

第4回研究テーマ『運輸部門の脱炭素化』について

出典：国土交通省ウェブサイト



第５次エネルギー基本計画では「自動車の生産、利用、廃棄を通じたＣＯ２排出削減、物
流分野におけるエネルギー効率向上、燃料そのものの脱炭素化に向けた取組を通じて、
カーボンニュートラルを目指す」ことが定められている。また「地域脱炭素ロードマッ
プ」では、重点対策としてEVカーシェアリング実施、公用車の電動化、地域再エネと電
動車の同時導入や充電インフラ導入推進が挙げられている。

第4回研究テーマ『運輸部門の脱炭素化』について

出典：国・地方脱炭素実現会議 地域脱炭素ロードマップ【概要】
令和3年6月

出典：政府実行計画【概要】令和4年6月



内容 講師

（1）ソーラーカーポートの市場動向と普及に向けた取組
「事業者用ソーラーカーポートのいま」

おひさまエナジーステーション株式会社

（2）災害時にも活躍する太陽光発電電力のEV充電利用 パナソニック株式会社

（3）コミュニティ・カーシェアリングによる地域課題解決
の取組みと脱炭素化

一般社団法人日本カーシェアリング協会

本日の講演内容

【講演の観点】
運輸部門の脱炭素化に向け、ソーラーカーポート普及の最新動向、再エネと充

電インフラの同時導入、地域課題を同時解決するカーシェアリングの取組みにつ
いて研究。

第4回研究テーマ『運輸部門の脱炭素化』について


